
観光の現状と観光庁の取組について

観光庁

資料１



延べ宿泊者数・客室稼働率の推移
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7/22
Go To トラベル事業開始

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注：令和2年1月～8月の数値については第2次速報値であり、令和2年9月の数値については第1次速報値。

（稼働率）

〇 国内の延べ宿泊者数及び客室稼働率は、5月25日の緊急事態宣言解除以降、旅行意欲の高まりや
Go To トラベル事業の実施、各自治体によるキャンペーンによって、回復傾向にある。

5/25
緊急事態宣言解除



期 間

利用人泊数

割引支援額

７月２２日～１０月３１日

少なくとも約３,９７６万人泊
少なくとも約１,８８６億円※一部推計値含む

※一部推計値含む

一人泊当たり割引支援額

約４,７４３円

一人泊当たり旅行代金

約１３,５５３円

地域共通クーポン付与額

少なくとも約２０１億円
（１０月１日～１１月９日）
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Go To トラベル事業における利用実績（7月22日～10月31日）推計



宿泊施設の高付加価値化・魅力あるコンテンツ造成
に関する支援の実績
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我が国の観光の状況① 宿泊施設について

〇 宿泊施設のうち、温泉旅館のほか、都市型旅館・会員制宿泊施設・グランピング等、
特徴ある宿泊施設・テーマ性のある宿泊施設等について、今後利用を増やしたいという旅行者が多い。

〇 価格だけでなく、宿泊施設の設備等の特徴に旅行者が価値を見出すようになったこともあり、
宿泊費は他の旅行支出項目と比べ大きく増加しており、平均宿泊単価も近年上昇傾向にある。

（円／泊）
【平均宿泊単価】

出典）旅行・観光消費動向調査（観光庁）

宿泊費 飲食費 交通費 娯楽 買物代 その他 合計

2017年比 +2706 +939 +960 +1081 +1533 -1643 +5576

【2018年の費目別消費額単価増減】

出典）JTB総合研究所 進化し領域を拡大する日本人の国内旅行（2019）
調査時点：令和元年９月

【旅行者の選好】

過去１年間(H30.9～R1.9)に利用した（n=2062）
利用を増やしたい（n=2062）

過去1年間に利用した宿泊施設と今後利用を増やしたい宿泊施設
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コロナ禍における宿泊施設への支援

現在の取組
＜ワーケーションや感染症対策への支援＞

○ハード面の支援

ゆったりと過ごせる客室への改修支援
○ソフト面の支援

＜客室の改修支援＞

サーモグラフィー等の導入支援Wi-Fi環境整備

＜感染症拡大防止への対応＞ ＜他業種との連携＞ ＜施設の経営改善＞

従業員教育・マニュアル作成 泊食分離・コンテンツ造成 マーケティング支援 5

○ コロナ禍においても、施設が休業状態にあることなどを活用し、積極的な設備投資など
高付加価値化に向けて意欲的に取り組む事業者も相当数存在。

○ コロナ収束後の反転攻勢に向けた積極的な設備投資などの意欲的な取組を
事業者の資力の有無に関わらずハード・ソフト両面で支援。
（ハード面の支援：494件交付決定、ソフト面の支援：30件採択（10月末時点））



【各国を訪問する外国人旅行者の旅行消費額の内訳：2019】

出典）日本：訪日外国人消費動向調査（観光庁）、 米国：Market Profile of Overseas Visitors(NTTO)、
豪州・THE INTERNATIONAL VISITOR SURVEY ESTIMATES(TRA)（「宿泊費・飲食費」が区分されていない） より作成
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※「宿泊費・飲食費」は区分されていない

我が国の観光の状況② 観光コンテンツについて
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〇 外国人観光客消費額の内訳では、米国・豪州と比較して我が国は、娯楽等サービス費
（エンターテインメント等）の構成比が低い。

〇 コンテンツの量を増やすこと、また、コンテンツを磨き上げることによって、１人当たりのコンテンツ消費額
を上げる必要がある。

(158,531円/人回)

(163,534円/人回)

(108,495円/人回)



球磨焼酎を中心としたマイスターツーリズム
【新たな生活様式への対応】 実地だけでなく、オンラインの酒造見学等

「新しい生活様式」に対応した魅力あるコンテンツの造成

地域の観光資源・イベントの磨き上げ
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○ 自然、歴史・文化、食、イベントなどの観光資源を、地域の関係者が感染拡大予防ガイドラインの遵守、
新しい生活様式の実践を徹底しながら、より安全で、誘客力の高いものに磨き上げる取組に対して支援。
（日本各地の事業 556件を採択）

アイヌ古式舞踊や伝統楽器ムックリの体験ツアー
【新たな生活様式への対応】
独自の感染症対策のマニュアル作成・チェックシートの導入等

姫路城 忍者を活用したナイトコンテンツ
【新たな生活様式への対応】
兵庫県「新型コロナ追跡システム」の登録を義務化し、参加者の連絡先を把握等

富士の樹海トレイル（散策）ツアー
【新たな生活様式への対応】 三密を避けた少人数のツアー造成等


